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○ これまでの埋立の実績は、累計で、令和元年６月末現在、

・埋立処分施設に搬入された廃棄物（袋数） ・・・ ８０,４１３袋

・埋立処分施設への輸送車両延べ台数 ・・・ １４,８９７台

○ 平成31年４月中旬に七段目土堰堤完成（４月11日に福島県検査完了）

○ 現在、上流側区画は２層目、下流側区画は５層目の埋立を実施中

○ 平成31年３月から、特定廃棄物等固型化処理施設の本格稼働を開始

輸送・埋立等の実績について

（台／月）（袋／月）
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事業の進捗状況①埋立地内の状況について

写真：令和元年６月26日撮影
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上流側区画
１層目埋立完了
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上流側区画
２層目埋立(準備)中

下流側区画
５層目埋立中



土堰堤法面緑化の状況下流側区画の埋立状況上流側区画の埋立状況

事業の進捗状況①埋立地内の状況について
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（試験施工）

4写真：令和元年７月１日撮影



(1)整備概要

フッ素及びホウ素の除去設備を新たに整備し、浸出水処理を適切に実施する。

フッ素除去設備 ホウ素除去設備

除去設備の方式
圧力下向流式
吸着塔型

シート状充填材式
圧力通水吸着筒型

設置基数 １基 １基

除去設備通水量 最大60m3/日 最大60m3/日

処理水質 10㎎/L⇒６mg/L 12㎎/L⇒7.2mg/L

排水基準値 8mg/L以下 10mg/L以下

浸出水原水濃度
（H29.4～H31.3測定）

最大値6.5mg/L 最大値9.3mg/L

(2)整備スケジュール（案）

 フッ素及びホウ素の除去は、吸着材に浸
出水を通水し吸着除去する方式

 セシウムと同様、放流前の処理水槽ごと
にフッ素・ホウ素を分析し、排水基準値
を超える場合に除去設備を使用

 浸出水処理施設の日処理能力150m3に対
し最大で60ｍ3/日を除去設備に通水

 再度、処理水槽ごとにフッ素・ホウ素を
分析し、排水基準値未満を確認し放流

フッ素・ホウ素除去設備の概要

 平成31年１月～２月：詳細設計
 同年３月～５月：機器・盤製作
 同年６月～７月：現場施工
 同年８月：試運転・完成
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事業の進捗状況②フッ素・ホウ素除去設備の新設について
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(1) 測定方法

事業の進捗状況③作業員の被ばく線量管理について

○ 特定廃棄物埋立処分施設及び各保管場所での作業者は、ガラスバッジ線量計と電
子ポケット線量計の２種類の線量計を併用して測定・記録している。
ガラスバッジ線量計：１か月毎の線量を測定し、累積被ばく量を記録（放管手帳に記録）
電子ポケット線量計：１日毎の線量を測定し、当月の被ばく量を把握

作業区分 被ばく線量の測定方法

埋立作業
（特定廃棄物埋立
処分施設）

ガラスバッジ線量計を携行し、１か月毎
の被ばく線量を測定→放管手帳に記録

電子ポケット線量計を携行し１日毎の被
ばく線量を把握

収納容器の詰替作
業及び輸送車両へ
の積込作業
（各保管場所）

ガラスバッジ線量計を携行し、１か月毎
の被ばく線量を測定→放管手帳に記録

電子ポケット線量計を携行し１日毎の被
ばく線量を把握

輸送車両の運転手
及び同乗者

電子ポケット線量計を携行し１日毎の被
ばく線量を記録→１か月の積算値を放管
手帳に記録

○ 輸送車両の運転手等は、１日毎の被ばく線量を電子ポケット線量計で測定し記
録している。

電子ポケット線量計

被ばく線量の測定方法

ガラスバッジ

作業員の名前

(株)会社名

識別番号
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① 埋立作業(処分場)、詰替・積込作業(処分場以外)

（ガラスバッジ線量計による測定結果）

埋立作業(処分場)：128名

詰替・積込作業(処分場以外)：373名

（下線を付した値）

(2) 測定結果（H30年11月～H31年3月）

埋立処分実施要綱(案)では、「作業員の被ばく
の管理は5年間につき実効線量が100mSv、
かつ、1年間に50mSvとしている。

事業の進捗状況③作業員の被ばく線量管理について
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② 運転手、同乗者

（電子ポケット線量計による測定結果）

(2) 測定結果（H30年11月～H31年3月）

運転手、同乗者：132名

事業の進捗状況③作業員の被ばく線量管理について
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概要

・平成31年４月９日午後２時頃、国道６号の楢葉町役場付近を走行中
の輸送車両にエンジントラブル発生、路肩に停車。運行管理室へ状
況を連絡し、パトロール車が現地へ急行。

・約30分後には警察が現地に到着、交通誘導を開始。

・輸送事業者による車両周囲の空間線量率を測定、基準値内であるこ
とを確認。

・けん引車が現地に到着、埋立処分施設の駐車場まで当該輸送車両を
けん引し、積載する収納容器を別車両に積み替えた後、ゲートモニ
タ前にて待機（午後７時半頃）。

・翌日、埋立処分完了。

・車両点検の結果、排気ガス還流システムの電磁バルブの
不具合と判明。

・当該車両は、定期点検時（平成30年10月）に良好である
ことを確認している。

・電磁バルブの不具合は日常点検等で発見するのは困難。

主な原因

・特定廃棄物の輸送を行う運転手及び同乗
者にトラブルについて周知

・同様な事象に備え、緊急時の連絡体制に
ついて再教育を実施。

事後の対応

特定廃棄物輸送車両のエンジントラブルによる緊急停車

(1) 発生した事案

車両停止の状況

事業の進捗状況④緊急時対応の準備について
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② 緊急連絡体制に基づいた図上演習① 現場作業訓練を含めた初動訓練

○目的
・一般道における事故発生時の連絡方法の再確認
（警察本部、所轄消防本部、道路管理者等）

・現場復旧班による散乱物回収から現場復旧まで
の作業手順確認

○事故の想定
・事故車両は自走可、運転手負傷なし
・積載物は荷台から落下し、廃棄物の散乱あり

(2) 輸送における緊急時対応

○目的
・高速道路上での事故発生時の連絡手順の確認
・道路管理者(NEXCO)やJESCOとの連絡・連携等の確認

○事故の想定
・事故車両は自走可
・積載物の荷台からの落下や廃棄物の散乱なし

輸送中の事故など緊急事態に適切に対処するための初動訓練、図上演習を実施している。

事業の進捗状況④緊急時対応の準備について

○実施状況
・実施日：平成29年12月27日
・場 所：詰替・搬出工事業者 事務所用地内

○実施状況
・実施日：令和元年７月２日
・場 所：特定廃棄物埋立処分施設 管理棟会議室
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○改善事項
・継続的な訓練の実施とマニュアルの改善
・緊急時の対応事例の情報共有と周知
・意思決定のための迅速且つ正確な情報集約の方法等



○目的
・豪雨予報が発令された状況を想定し、各釜場の排水用
設備の積込・運搬・設置・運転及び排水先の変更作業
を実際に実施（手順の確認）

・各作業の所要時間の測定
・手順を含め、設置場所や資機材不足など実作業におい
て問題がないかを確認

○目的
・豪雨時における各主体の役割の再確認
・意見交換を通して課題を抽出し改善策等を共有

特定廃棄物埋立処分施設の運営において、緊急事態として想定する豪雨時の釜場排水における対処を
適切に行うための準備として図上演習、実地訓練を実施している。

事業の進捗状況④緊急時対応の準備について

(3) 埋立における緊急時対応

① 図上訓練の実施 ② 実地訓練の実施

○改善事項
・事前準備できる作業や時間を短縮できる作業の抽出
・作業のマニュアル化 等

○改善事項
・連絡・報告の一部簡略化
・夜間、土日の緊急時体制の整備
・夜間照明の必要性 等
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○実施状況
・実施日：令和元年６月13日
・場 所：特定廃棄物埋立処分施設内

○実施状況
・実施日：平成31年２月28日
・場 所：特定廃棄物埋立処分施設 管理棟会議室



事業の進捗状況⑤セメント固型化処理施設の稼働状況について

① セメント固型化処理施設の本格稼働までの流れ ② これまでの稼働状況

③ 今後の予定

建設工事

性能確認

本格稼働

令和元年６月末までの稼働実績

セメント固型化物の生産袋数 3,543袋

セメント固型化物の搬出袋数 3,047袋

12

セメント固型化施設全景

セメント固型化物

二重扉

（第二保管施設）（保管棟１）

セメント固型化物の保管施設

特定廃棄物等固型化処理施設（セメント固型化処理施設）は、平成30年４月に建設工事を開始し、各
処理設備や環境対策設備の稼働状況、生産するセメント固型化物の品質を検査し、施設の性能に問題の
ないことを確認した上で、平成31年３月から本格稼働。６月末現在で3,543袋のセメント固型化物を安
定して生産している。

○建設工事【主な安全対策】
・建物基礎に遮水シートを敷設し汚染物質の地
下浸透を防止

・集じん機や二重扉など環境対策設備、作業員
の安全を確保する無人化した設備の整備 等

○性能確認（平成31年２月９日～３月８日）
・系列毎に連続10日間の処理運転
・セメント固型化物の品質確認

○本格稼働（平成31年３月20日～）
・１系列運転(60ｔ/日程度)を開始。

・段階的に処理量を増やし、２系列運転(最大
120ｔ/日)を目指す。

・稼働期間中は、空間線量率や地下水等のモ
ニタリング調査を継続して実施。


